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１　当該書籍のテーマの背景
　今年６月，金融庁の自見庄
三郎担当大臣は2015年にも実
施される可能性があったＩＦ
ＲＳの強制適用を2017年以降
にする考えを示した。適用時
期延期の理由は米国等がＩＦ
ＲＳ適用を後退させているこ
とや，東日本大震災で製造業
のサプライチェーンが被害を
受けていることを挙げた。こ
れにより，ＩＦＲＳの強制適
用は早くても2015年から2017
年以降にずれ込むことはほぼ
確実といってよい。
　一方で彼はまた，ＩＦＲＳ
強制適用を遅らせることの国
際資本市場への影響について，
「私は会計基準の国際化を疑うものではない。
日本市場が国際的な資本市場から資本を取り
にくくなるということはないだろう。現在，
日本基準でも，米国会計基準でも，ＩＦＲＳ
でも，各基準国の大きな違いはだんだん少な
くなってきている」と話しており，ＩＦＲＳ
導入そのものに反対しているのではないこと
に留意する必要がある。いずれにしてもＩＦ
ＲＳが国際共通言語として世界のデファクト
スタンダードになることは間違いないといっ
てよい。
２　書籍が行おうとする分析の視覚ないしは
手法
　この書物の特徴は「はじめに」で要約され
ている。すなわち「日本の上場企業で現在・
将来とも世界の競合と闘っていかねばならな
いグローバル企業がＩＦＲＳの導入を機に連
結経営管理体制の再構築を迫られるのは明ら
かである。

　ＩＦＲＳという国際財務報告基準を縦糸に，
時間軸を横糸にして日本企業の経営管理体制
の現状と将来どのように変わるべきなのかを
論じた」と言っているように，この本の特徴
は会計技術の解説を目的としたものではなく，
ＩＦＲＳを日本企業が真のグローバル企業に
脱皮していく手段として如何に利用するかに
焦点を絞っていることである。
　第１部では日本企業を取り巻く国際化の流
れの中でＩＦＲＳの基本的な考え方について
論じており，日本企業の経営トップにたいし
て，いずれグローバルスタンダードになるＩ
ＦＲＳがマネジメントの判断にどのような影
響をあたえるのかを中心に解説している。
　第２部及び第３部では「ＩＦＲＳ財務諸表
を読む」とのタイトルで日本基準を適用して
いる日本企業とＩＦＲＳを適用している欧米
企業の脚注事項（ディスクロージャー）を比
較・分析している。一見すると会計技術の解
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説書のように思えるがそうではなく，脚注を
読み解くことによって欧米企業の経営的発想
について言及しているのが特徴である。
　特にＩＦＲＳ時代の利益概念を超えた
「キャッシュフロー経営」の重要性，「のれ
ん」の評価分析を通して，企業買収の結果
引受ける資産・負債の処理について言及し，
「税金費用」の開示を通して浮かび上がって
くる欧米企業の国際税務対策について具体例
を挙げて解説しているのが興味深いところで
ある。
　第４部では日本企業がグローバル競争で勝
ち残るための条件，特にグループを一体的に
捉える連結経営管理体制の重要性について述
べている。この背後には現行日本企業が決算
期は勿論のこと勘定科目及び会計管理システ
ムの統一は言うまでもなく，コミュニケー
ションの手段としての英語の問題，海外子会
社で働くローカルスタッフの教育・評価等多
くの課題を抱えていることを示唆している。
　最後の第５部ではＩＦＲＳ時代のグループ
経営財務戦略はいかにあるべきか，すなわち
筆者の持論であるバランスシートを中心とし
た財務管理，最適資本構成はどうあるべきか
について解説しており，会計的思考を中心と
した経理・財務スタッフにとっては新鮮な切
り口であるといってよい。
３　主な結論ないしは主張
　現在，日本は今年３月に発生した東日本大
震災と，かつてない円高（ドル安？）に見ま
われ，日本経済や技術力に自信を失い，とか
く内向き指向になりつつあるが，相変わらず
国内総生産においては中国についで第三位で
あり，世界の総人口の2. 0％弱を占めるに過
ぎないにもかかわらず一人当たりの国民所得
は３万ドルを稼ぎ出す経済力を持っているこ
とにもっと自信を持ってよい。日本企業はか
つての高度成長期のようにスケールメリット
を追い求める時代はとっくの昔に過ぎ，成熟
企業として量から質への転換を図っていかね
ばならない時代に入っている。
　一方で我々は日本の株式市場の50％近くが
外人投資家によって取引され，上場企業の株
式の30％近くは海外の機関投資家によって保
有されていることも事実として忘れてはなら
ない。もはや資本市場だけでなく企業活動そ

のものに国境は取り払われており，海外進出
はさらに活発化することは言を待たない。そ
の中で会計基準だけは日本基準で行くべきで
あるというのは話の筋が通らない。
　積極的にＩＦＲＳを国内基準に取り入れ，
同じ言語で世界の競合と戦っていくべきであ
り，それこそが日本企業が真のグローバル企
業として育って行く道である。ちなみにＩＦ
ＲＳを適用している欧米企業がＩＦＲＳを理
由に企業閉鎖に追い込まれたという話は聞い
ていない。
４　批判すべき点，今後の課題
　既にＩＦＲＳを適用している欧米主要企業
との比較分析を通して問題解決の糸口を把握
するための分析・解説に大きく紙面を割いて
おり少し重い内容になっているがこの本の性
格上からやむをえないところである。
　現在，ＩＦＲＳとのコンバージェンス作業
は進行中であり新しい基準が順次発表される
ものと思われる。このような現在進行形の課
題を扱う書籍は短期間の間に情報が古くなっ
てしまうのが常である。編集者においては情
報が陳腐化しないよう改訂版の考慮してもら
いたいものである
５　総括，一言で言えばどんな書物か
　会社は財務諸表を作成するために企業活動
を行っているのではないが，財務諸表はス
テークホルダーに対して経営成績及び財政状
態を表する唯一の手段である。欧米の主要企
業の経営者が財務諸表を読みこなし判断の材
料とするのは当然の常識といってよい。日本
企業のＣＥＯ／ＣＦＯこそ，この書物を読み，
欧米のグローバル企業と経営者が何を考えて
いるのかを知るには格好の書物であると確信
する。
　また企業内でＣＦＯを支える経理・財務部
門のスタッフにとってはＩＦＲＳの導入を単
なる会計技術の問題と捉えず，経営インフラ
の整備の問題であることを認識する格好の書
物である。
　そして監査法人で働く若手の公認会計士に
とっては自分たちの職域が将来，会計監査だ
けではなく事業会社でＣＦＯとして活躍する
には今から何をすればよいのかの方向性を見
つけ出す手助けになるといってよい。


